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代表施設「旅客ターミナル」を含む「くまモンポート八代」は、“くまモン”をテーマにし
た公園や地元の特産品等の販売を行う空間を兼ね備えており、地域住民や観光客が楽しめる
交流拠点施設です。

「みなとオアシス八代」 代表施設

▲出港セレモニー

▲ようこそスマイル運動

クルーズ船おもてなしイベント
八代港は平成２９年（２０１７年）７月、官民連携

による国際クルーズ拠点の形成を推進するための「国
際旅客船拠点形成港湾」に指定されました。また、平
成３０年（２０１８年）２月には、熊本県とロイヤ
ル・カリビアン・インターナショナル社で「八代港ク
ルーズ拠点形成協定」が締結されています。国際ク
ルーズ拠点八代港へのクルーズ船寄港の際は、観光客
をおもてなしするイベントが行われます。



「みなとオアシス八代」 イベント

やつしろ舟出浮き

「舟出浮き」はかつて八代のお殿様が、鉾突きという漁法で遊
んでいた舟遊びが始まりです。
八代海の伝統漁法を間近で見学したあとは、無人島に渡り、と

れたて新鮮な海の幸を堪能していただく海のレジャー（体験型観
光）です。

八代内港に2018年7月から稼動を始めた「エコエイトやつしろ
（八代市環境センター）と、2019年7月に開放した「緑地広場」
を広く知ってもらうと共に、環境保全への関心を高めることを目
的に開催しております。当日は、施設見学や「鮎のつかみどり」、
マルシェなどがあり、家族連れなどで賑わいを見せます。

エコエイト環境フェスタ
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「みなとオアシス八代」 イベント

みなと八代フェスティバル
市民と海との関わりを基本とし「活力あふれる産業のまち」を

建設することを目的として毎年八代港で開催しています。みなと
八代フェスティバルでは、海上自衛隊や海上保安庁などの艦船や、
港湾周辺の立地企業の協力により、子供から大人まで海や港に親
しめる催しを行っています。

九州国際スリーデーマーチ
『八代』の自然と健康とロマンを求め、世界各国、日本各地の

ウオーカーとの出会い、八代地域の人々とのふれあいを楽しむ
『国際色豊かな歩く祭典』です。球磨川や氷川、八代海、そして
新緑の山々など豊かな自然を堪能できるコースや、ユネスコ無形
文化遺産に登録された八代妙見祭の神事を担う八代神社（妙見
宮）を周回するコース、和やかな田園風景や晩白柚の花の香りを
感じていただくコース等をご用意しています。
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「みなとオアシス八代」 周辺観光施設 情報

松浜軒（しょうひんけん）八代城主・松井直之（まついな
おゆき）が元禄元年（１６８８
年）に造った御茶屋です。当時は
松林越しに八代海や雲仙を望む雄
大な庭園でした。
国の名勝にも指定されており、

雄大な海と遥かな景色を取り込ん
だ意匠を持つ、江戸時代初期の大
名庭園として貴重なものです。６
月上旬には約５，０００本の肥後
花菖蒲が見頃を迎え、人々の目を
楽しませます。また、松井家に伝
わる家宝を展示する松井文庫の資
料館があり、宮本武蔵ゆかりの
「戦気」の軸や手彫りの木刀も展
示されています。

お祭りでんでん館（八代市民俗伝統芸能伝承館）

7月31日 午前9時よりオープンします。
お祭りでんでん館は、八代の祭りや芸能の魅力を伝え、未来に伝えてい
く施設です。妙見祭や民俗芸能を楽しみながら学ぶことができる展示棟と、
民俗芸能の公演や各種講座を開催する会議棟があります。

▲平成28年12月1日、八代市の伝統的な祭りである「八代妙見
祭」を含む全国33の「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産
として登録された

八代城跡
元和5年（1619）の大地震で

それまでの麦島城が崩壊したため、
加藤正方が麦島城北方に新たに築
いたのが八代城で、同8年(1622）
に竣工しました。石垣に石灰岩を
使用し別名白鷺城ともよばれます。
加藤家改易の後、寛永9年
（1632）細川三斎（忠興）が入城、
正保3年（1646）には松井興長が
入城し以後松井氏九代の居城とな
りました。一国一城令の例外とし
て熊本城以外に認められた城で、
八代の地が幕府から重要視されて
いたことがわかります。
現在に残る本丸跡は公園として

整備され市民の憩いの場として親
しまれており、春には桜の名所と
なります。

資料-３



「みなとオアシス八代」特産品・グルメ

肥沃な土壌が広がる八代平野、土地の風土や歴史も織り込まれた八代では
四季折々に豊かな実りが私達を楽しませてくれます。

いぐさ

豊富に水揚げされる魚を使い、竹にま
いて焼いたのが始まり。大きく肉厚な
ちくわが人気。イベント等では日奈久
名物・ちくわ焼き体験もできます。

トマピーエン
トマトの生産量日本一の八代ならでは
の人気メニュー。たっぷりとフレッ
シュトマトを使ったヘルシーな一品

豆腐の味噌漬け
山深い五家荘で古くから珍重されてき
た郷土料理の一つ。“山のチーズ”の異
名を取り、平家落人が愛した一品を酒

の肴やご飯のお供にどうぞ

ちくわ

熊本県で栽培されているいぐさは全国
の約9割を占め、そのほとんどが八代地
域で栽培されています。

トマト
八代市はトマトの生産量が日本一です。
「塩トマト」や、「はちべえトマト」
が有名です。

晩白柚（ばんぺいゆ）
世界最大のかんきつ類としてギネスにも登録され
ている果物です。まずは飾って香りを楽しみ、次
に果実の味を楽しみ、そして最後は、皮をお風呂
に入れたり、甘く煮たりして３度も４度も楽しむ
ことができます！
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